
問８４ イエスさまは何のために礼典を定めましたか。 
 
答え イエスさまの救いを目に見えるしるしであらわし、私たちがイエス

さまの救いをおぼえ、私たちの信仰をつよくするためです。 
 
聖書 「この杯は、わたしの血による新しい契約です。飲むたびに、わた

しを覚えて、これを行いなさい。」（コリント人への手紙 第一１１
章２５節） 

 
＜解説＞ 
 礼典は、洗礼の場合は水、主の聖餐の時にはパンとぶどう液により、キリ
ストと新しい契約が信者に示されます。この新しい契約においては、キリス
トの贖いのみことばを象徴している感覚的なしるしにより、天の神の御国の
祝福にあずかるとの大切な意味があります。それとともに、主に連なってい
る者たちがこの礼典にあずかる時、礼典は、天の故郷を受け継ぐことのでき
ることを明らかにしておられます。聖霊は、キリストの十字架の贖いのみわ
ざを通して、私たちに信じる信仰を与えてくださっただけではなく、礼典を
用いて、そこに働かれることで、御国の保証をも示してくださるのです。 

１０月２５日（日）主日礼拝レジュメ 
「時を刻むということ」 伝道者の書３章１節 

 
ジョーンズという人が、「この個所は大いなる美と詩の一つであるが、厄介

なのは抗議の箇所である。（中略）その抗議の核心的な部分は、伝道者がこの
時間の連続の中に投獄されていると感じているということ、そして、なぜか
は分からないが、これは彼が切り抜けなければならないことであるがゆえに
反抗しているということである」 

 
Ｈ.L ギンスベルグも、伝道者を運命論者とみなして、その硬直した運命予

定論が満ち足りた人生を探求することを妨げていると言った。 
 
ウエインは、伝道者は、神を絶対的で専制的な運命の主人であるとみなし

ているのであると言った。 
 
ジェームス・バーは、「全体の目的は、神が出来事をあらかじめ設定してお

いたからなのかほかの理由によるのかは別にして、人間の生活と労働に及ぼ
す時間の失望的な影響を強調することであるのは明らかである」と言ってい
る。 

 
１１節では、人生の大きな出来事は神の配剤のもとにあると同時に、人間

の不完全さや無力さのゆえに、それらを見極めることができないと言う。出
来事も、時期も、すべて神が人間に課されたもので、特に一人ひとりに神が
与えたものだ。 

 
キドナーは、「私たちがどんな才能を持っていたとしても、また人生にどん

な意図があったとしても、私たちの本当の主人は、これらの容赦なき時であ
るように見える。暦の上の季節だけではなく、自分たちを適切に思える行動
に動かし、次にそれを全く逆にする他の行為に動かすような出来事の流れで



ある。」と言った。要は、ここで言われていることについては、自分の意志や
願いなどによって、時をどうすることもできないということ。私たちは時と
いうものに支配され、時の中でしか生きられないことを日々実感しているこ
とだろう。そして自分に与えられている時がどれだけなのかは分からないに
もかかわらず、常に人生のタイムテーブルを設定しようとする。しかし自分
の時がどれだけなのかということは誰にも分からないし、明日自分がどうな
るかさえ分からない。普段私たちは時を意識しないが、実際には時とか時期
というものの支配の中ですべての人が生きて、行動している。 

 
ヤコブの手紙４章１３～１５節「  今日か明日、これこれの町に行き、そこ
に一年いて、商売をしてもうけよう』と言っている者たち、よく聞きなさい。
あなたがたには、明日のことは分かりません。あなたがたのいのちとは、ど
のようなものでしょうか。あなたがたは、しばらくの間現れて、それで消え
てしまう霧です。あなたがたはむしろ、「主のみこころであれば、私たちは生
きて、このこと、あるいは、あのことをしよう」と言うべきです。」 

 
これこそが私たちの時の概念であるべき。まず一つ私たちが教えられるこ
とは、一日一日が私たちに与えられていることは決して当たり前のことでは
ないということ。自分があたかも時を支配するかのように、自分の時も、自
分の計画も、自分の人生も、すべてが自分の思い通りにいくかのように考え
て生きることは、どうなのだろうか。 

 
感謝をもって一日を始め、感謝をもって一日を閉じる、このような生き方
を私たちもしてまいりたい。このような生き方は、すべての人に神が平等に
与えてくださっている一日において、自分がすべきことをなし、自分がした
いことをし、そのような中で感謝をもって一日を始めて、一日を閉じること
は、決して窮屈な牢屋に閉じ込められている不自由さを味わうということは
ないはず。 

私たちは時をも支配し、私たちの人生も、そして私たちのいのちを支配し
ておられる天地万物の創造主である神を知っている。私たちは、この神にす
べてをゆだねて生きることのできる幸いを知っている。 

 
星野富弘氏の詩に「生きていると思っていた時には 生きるのが苦しかっ

た。生かされていると思うと 生きるのが楽になった」という詩がある。神
にゆだねれば、できないことも、神が補ってくださる、助けてくださると信
じて、すべてをゆだねて、明日の一日へ向えます。そのように時を刻み、一日
一日を生きることのできる幸いを知っていただきたい。 

 
「どうか教えてください。自分の日を数えることを。そうして私たちに 知

恵の心を得させてください。」（詩篇９０篇１２節） 
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